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人口減少対策や雇用確保を目指す
■「RIDE ON MAKINOHARA おかえりプロジェクト」始動

　市は５月26日、人口減少対策や企業の雇用確保

を目的とした「RIDE ON MAKINOHARA おかえり

プロジェクト」に関する協定を島田掛川信用金庫

と締結しました。

　このプロジェクトは、県内外に進学した市内学

生が地元企業に就職し、若者の地元定着を促進す

ることにより、地域経済の担い手となる人材の確

保と地域企業の活性化を図ることを目的としてい

ます。今後、現在の高校３年生に参加してもらう

ことを目指し、具体的な施策を検討していきます。

島田掛川信用金庫の伊
い
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理事長（右）と杉本市長（左）

■牧之原市戦没者追悼式

　５月18日、牧之原市戦没者追悼式がい～らで行

われ、遺族会をはじめ、多くの関係者の皆さんが、

戦没者の御霊を敬い、平和の大切さやありがたさ

を改めて考えました。

　市遺族会の原
は ら

木
き

文
ふ み

隆
た か

会長は、「戦争の愚かさ、

悲惨さを強く訴え、身命の尊さを次の世代に語り

継ぐことが責務」と話しました。

　式典では、遺族会やすすき幼稚園の園児たちが

祭壇に献灯や献花を行い、出席者らも戦没者の冥

福を祈り、不戦を新たに誓いました。

平和の尊さを子どもたちへ語り継ぐ

消費者支援功労者表彰を受賞した森田さん（右）

消費生活被害者に寄り添い助言
■消費者庁「消費者支援功労者表彰」受賞

　市消費生活相談員の森
も り

田
た

明
あ き

惠
え

さんが、消費者庁

の「消費者支援功労者表彰」を受賞し、５月28日

に行われた表彰伝達式で、杉本市長から賞状と記

念のメダルが贈られました。

　森田さんは23年にわたり、多くの消費生活被害

者に対し、適切な助言や被害回復のあっせんに尽

力したことなどが高く評価されました。

　森田さんは「１つ１つ丁寧に相談にのることを

心掛けてきた。今後も相談者に寄り添い、助言に

努めていきたい」と抱負を語りました。

お母さんの顔を思い浮かべながら花を飾り付ける園児

■母の日のプレゼントの生け花製作

　地頭方幼稚園の５歳児クラス８人が５月７日、

母の日にプレゼントするための生け花づくりを行

いました。

　園児はまず、池
いけのぼう

坊の本
ほ ん

目
め

美
み

知
ち

子
こ

先生から花の切

り方や吸水スポンジへの挿し方などを教わりなが

ら、黄色い丸い花でヒヨコの形を作成。その後、

小さい花や針、ビーズ、リボンなどを使い、思い

思いに飾り付けていきました。

　参加した園児は「かわいくできた。お母さんに

渡したら絶対喜ぶ」と目を輝かせていました。

お母さんに感謝の生け花プレゼント

ズームイン！
　カシャ！！

広報担当がどこにでも取材に行きます。
あなたの身近にあるホットで楽しい話題やイベントなどの情報をお待ち
しています。

情報交流課　☎0040　　seisaku@city.makinohara.shizuoka.jp

まちのわだい　ズームイン

■大鐘家あじさい祭

　国指定文化財の大鐘家（片浜区）に咲く市の花

アジサイが、６月上旬から見頃を迎えました。

　大鐘家の敷地内には、約１万２千株のアジサイ

が植えられています。毎年５月下旬から７月上旬

にかけて、ヒメアジサイやベニガクアジサイなど

35種類以上がピンクや紫、青色、白色など、色と

りどりの花を咲かせます。

　訪れた人は、色鮮やかなアジサイの花を眺めた

り、写真を撮影したりするなど、思い思いに楽し

んでいました。

見頃を迎えた色鮮やかなアジサイ

集団接種会場（静波体育館）でワクチン接種を受ける市民

■新型コロナウイルスワクチンの接種開始

　65歳以上の市民を対象とした新型コロナウイル

スワクチンの接種が、５月17日に始まりました。

　市では、４月下旬に対象者１万４千人余りに接

種券などを発送し、５月３日から電話とインター

ネットで予約を開始。市内医療機関での個別接種

と公共施設での集団接種のどちらでも接種可能で、

移動手段の確保が難しい人は、無料の循環バスや

乗合タクシーなどを利用できます。

　今後も、予約枠の拡充など接種体制を整えなが

ら、迅速な接種を実施していきます。

コロナ禍の終息に向けて

関係者による除幕で姿を現した田沼意次侯銅像

田沼意次侯銅像が全国初建立

　令和元（2019）年からの募金活動を経て、全

国初となる田沼意次侯の銅像が完成し、５月29

日に市史料館で除幕式が行われました。

　銅像の高さは２メートルで、意次侯が相良藩

主だった40歳代ごろを描いたとされる肖像画を

モデルにして制作。衣装は、当時着用していた

と伝わる、田沼家の家紋「七曜紋」があしらわ

れた狩
か り

衣
ぎ ぬ

をまとっています。また、鋳型の原型

は３Ｄプリンターを使って制作し、顔や衣装が

忠実に表現されています。

　田沼意次侯生誕300年記念事業実行委員会の

河
こ う

野
の

研
け ん

司
じ

委員長は「近年は意次侯の卓越した政

治手腕が評価されている。功績を後世に語り継

いでいきたい」と話しました。

■田沼意次侯銅像除幕式

祭壇に献花をする市遺族会の原木会長

見頃を迎えた大鐘家のアジサイ

2021.06 MAKINOHARA 2223 MAKINOHARA 2021.06


